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祝  三小新校舎完成・広報しまばら 700 号
　昨年の夏休みから建設が始まった第三小学校の新校舎が完成し、2 学
期から新しい校舎での学校生活がスタートします。また、昭和 25 年に
創刊された広報しまばらが今月号で 700 号を迎えました。
　今回、これらの出来事をお祝いしようと、三小の６年生が手作りの文
字プレートを手に記念撮影をしてくれました。
　新校舎は、耐震性に優れ、以前の校舎の面影を残しながら建設されて
います。
　将来を担う子どもたちはこの校舎とともにたくさんの歴史を創ってい
くことでしょう。そして広報しまばらは市民の皆さまとともにこれから
も島原の歴史を刻んでいきます。

今夏においても電力不足が予想されています。皆さんの節電をお願いします
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昭
和
25
年
９
月
に
「
島
原
市
政
だ
よ
り
」
と
し
て
創
刊
し
た
広
報
紙
が
今
号
で
７
０
０
号
を

迎
え
ま
し
た
。
広
報
紙
は
市
民
皆
さ
ん
と
市
政
を
結
ぶ
架
け
橋
で
あ
る
と
と
も
に
、
島
原
市
の

歩
み
を
記
し
た
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
や
写
真
で
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

市
民
と
市
政
の
架
け
橋
と
し
て
62
年

　

 　
　
～
広
報
し
ま
ば
ら
７
０
０
号
記
念
～

　「広報しまばら」が皆さんのお手元に届くまで、たくさ
んの人たちが係わっています。広報紙が届くまでの流れ
を紹介します。
①取材・記事づくり　イベントの写真や内容をまとめ、　
　記事にします
②広報編集委員会　ある程度形になった時点で、市職員
　13 人で構成された広報編集委員会で内容などを確認
　し、より良い広報紙づくりに努めています
③配布　町内会・自治会、婦人会など地元の方の協力を
　得て、皆さんの家庭へ届けられます
④声の広報・点字広報　目が不自由な人のために「ゆず
　の会」や「がんばっ点！」の皆さんが「声の広報」や
　「点字広報」を作成しています。
　このように多くの人の支えにより、広報紙が皆さんの
お手元に届いています。
　今後も読みやすく親しまれる広報紙づくりに担当者一
同努力していきます。
　皆さんに読んでいただくことが何よりの励みとなりま
す。今後ともご愛読よろしくお願いします。

　島原市の情報は「広報しまばら」だけで
はありません。多くの媒体を通じて島原の
旬な情報を手に入れることができます。
インターネット
　島原市ホームページ（http://www.city.
   shimabara.lg.jp/）
メールマガジン
　市長のコラムやイベント情報など情報盛
りだくさんで毎月２回配信中。市ホームペー
ジで登録できます
ケーブルテレビ　市政情報コーナーなど
・カボチャテレビ
・ひまわりテレビ
ラジオ　ＦＭしまばら（88.4MHZ）内の
　　　　市政情報コーナー
テレビ　うるおう島原（ＮＩＢ）
　　　　毎週月曜日 21:54 ～ 22:00
もっぱらしまばらマガジン
　島原シティーインフォメーションなど
　コンビニなどで配布しています

　平成 16 年　　　　　　　平成７年　　　　　　　　昭和 62 年　　　　　　　　昭和 54 年　　　　　　　　　昭和 46 年　　　　　　　　昭和 37 年　　　　　　　　昭和 25 年

創刊号（昭和 25 年９月）
　市制施行 10 周年に第１号
が発行され、当時は「島原市
政だより」として発行されま
した。また、当時の中岡秀蔵
市長は「役所の堅苦しい形式
を捨て、分かりやすく親しみ
やすい広報紙を」とことばを
寄せています
・長浜護岸工事の完成
・白土湖通りの着工

100 号（昭和 37 年７月）
　昭和 31 年からの財政再建
団体からの立て直しの終期を
迎え、市の機構改革や事務改
善、消防本部の設置などさま
ざまな施策の推進に取り組み
ました。
・島原大変 170 年法要
・第五小新校舎完成
・第１回町内会長懇談会

200 号（昭和 46 年２月）
　島原新港が三会に着工の見
通しとなるほか、外港地区の
区画整理事業第１期工事が完
成するなど港湾施設整備に力
を入れました。
・スポーツ少年団の発足
・三中体育館完成
・市庁舎新館完成
・三会保育園完成

300 号（昭和 54 年７月）
　第一小・第五小の増改築、第
二中の全面改築など教育施設整
備に取り組みました。
・島原養護学校開校
・市福祉センター完成

400 号（昭和 62 年９月）
　三会地区の油掘・長貫・礫
石原地域に路線バスが運行さ
れたほか、柏野住宅の完成な
ど生活に密着した施策に取り
組みました。
・霊丘公園庭球場ナイター設
  備完成
・広報しまばらの題字を書い
  ていただいた名誉市民 北村
　西望氏が死去

500 号（平成７年 12 月）
　雲仙・普賢岳の噴火活動
が終息し、安中かさ上げ事
業や各種防災事業が進捗。
また、４年半に渡る長期災
害派遣となった陸上自衛隊
が撤収するなど復興に向け
た新たな年となりました。
・天皇皇后両陛下ご来島
・国土庁から「水の郷」と
  して認定される

600 号（平成 16 年５月）
　平成新山が国の天然記念物
に指定されるほか、垂木台地
森林公園が完成するなど島原
半島ジオパーク認定へ向けた
礎となる年でした。
・「ゆとろぎ足湯」オープン
・「がまだすロード」開通
・「われん川大橋」開通

「 広報しまばら」が届くまで

広報ありあけ
最終号（447 号）

（平成 17 年 12 月）
　旧島原市と旧有明
町の合併を控えた平
成 17 年 12 月号が
最終号となりました。
・閉町記念式典
・有明町産業祭

島 原 の 情 報旬 な
「広報しまばら」へ一言

故 北村西望氏によって
書かれた題字

島原声のボランティア
ゆずの会会長

廣瀬 富美子さん
　広報しまばら 700 号おめで
とうございます。
　視覚障がい者のために「広
報しまばら」を録音するよう
になって 5 年半となりました。
　毎月、月末が近づくとてん
てこ舞いの状況ですが、700
号を機に、より分かりやすい
音訳を届けられるようこれか
らも頑張っていきたいと思い
ます。

ＦＭしまばら
パーソナリティー

鰻家 小にょろさん 
　広報しまばらは仕事柄いつ
も市政情報の確認や講座情報
のチェックなどで毎回お世話
になっています。
　好きなコーナーは「ふるさ
と再発見」。地元スポットが新
しく違って見えるのが魅力で
す。あと復活を期待するのが

「編集後記」です。広報担当者
の人となりが伺えるのがいい
ですね。検討をお願いします。

伴製菓舗（上の町）
伴 慎太郎さん

　市が取り組んでいる事業に
関心があるので、特集ページ
などは必ず見ています。
　そのほか、子どもがいるの
で子育てに関する情報も欠か
さず見ています。
　子どもが楽しめるイベント
などをもっと紹介していただ
ければと思います。
　今後も読みやすい「広報し
まばら」に期待しています。



市
長
を
囲
む
地
域
懇
談
会
を
開
催

～ 

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
へ 

～

清
掃
奉
仕
用
ご
み
袋

質
問
…
市
民
清
掃
時
に
清
掃
奉
仕
用
ご

　
み
袋
を
配
布
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
時
に
使
用

　
す
る
清
掃
奉
仕
用
ご
み
袋
を
、
現
在
、

　
環
境
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
有
明
支
所
で

　
の
み
配
布
し
て
い
る
が
、
今
後
は
地

　
区
公
民
館
や
三
会
出
張
所
で
配
布
で

　
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

湧
水
の
利
活
用

質
問
…
島
原
は
水
の
都
、
水
が
た
く
さ

　
ん
あ
る
。
こ
れ
を
何
と
か
売
り
込
ん

　
で
は
ど
う
か
。

回
答
…
成
分
分
析
な
ど
を
行
い
、
商
品

　
化
で
き
な
い
か
今
後
、
研
究
し
て
い

　
き
た
い
。

長
池
三
会
線

質
問
…
今
年
２
月
に
離
合
個
所
を
設
置

　
し
て
も
ら
っ
た
が
、
今
後
の
着
工
見

　
込
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答
…
必
要
な
道
路
と
考
え
て
お
り
、　

　
将
来
的
に
は
霊
南
山
ノ
神
線
と
接
続

　
す
る
よ
う
早
期
着
手
を
今
後
も
県
へ

　
要
望
し
て
い
く
。

新
町
の
土
地
購
入

質
問
…
新
町
に
購
入
し
た
土
地
は
ど
う

　
い
っ
た
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答
…
購
入
し
た
土
地
は
、
観
光
に
活

　
か
し
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ

　
た
い
と
考
え
て
お
り
、
計
画
が
ま
と

　
ま
り
次
第
、
近
く
皆
さ
ん
に
お
示
し

　
し
た
い
。

三
小
通
学
路

質
問
…
栄
町
交
差
点
か
ら
三
小
入
口
ま

　
で
の
道
路
は
狭
い
う
え
に
通
行
量
が

　
多
く
、
児
童
が
危
険
で
あ
る
。
何
ら

　
か
の
対
策
が
必
要
な
の
で
は
。

回
答
…
南
側
が
川
と
な
っ
て
お
り
道
路

　
拡
幅
を
行
う
に
は
課
題
が
多
い
た
め
、

　
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
を
行
い
、
歩
行
者

　
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

道
路
の
安
全
確
保

質
問
…
三
中
か
ら
魚
見
団
地
入
口
は
通

　
行
量
や
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
両
が
多

　
い
た
め
、「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
な
ど

　
の
看
板
設
置
は
で
き
な
い
か
。

回
答
…
地
域
の
人
と
相
談
し
、
看
板
を

　
設
置
し
た
い
。

道
路
の
白
線
引
き
直
し

質
問
…
学
校
周
辺
だ
け
で
な
く
、
市
内

　
全
域
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

回
答
…
学
校
関
係
者
、
警
察
、
市
、
教

　
育
委
員
会
で
学
校
周
辺
の
白
線
に
つ

　
い
て
緊
急
合
同
点
検
を
行
っ
た
。　

　
点
検
結
果
を
も
と
に
協
議
を
行
い
、　

　より良いまちづくりについて市民と行政が一体となり話し合う「市長を囲む地域懇談会」
を６月 11 日から６月 25 日にかけ、市内７地区で開催しました。
　懇談会には延べ約４００人の参加があり、市から「市政の取り組みと今後の課題について」
および「市庁舎建設基本構想（案）」の説明を行ったほか、参加者から道路の安全確保や雇
用対策など生活に身近な問題をはじめ市政全般にわたり、さまざまな意見や提案が出されま
した。主なものを抜粋して紹介します。
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白
線
の
引
き
直
し
を
行
っ
て
い
き
た

　
い
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
引
き
直
し

　
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
行
っ
て
い

　
き
た
い
。

眉
山
崩
壊
時
の
土
砂

質
問
…
大
地
震
な
ど
で
眉
山
が
崩
壊
し

　
た
場
合
、
ど
の
位
置
ま
で
土
砂
が
流

　
れ
込
ん
で
く
る
の
か
。

回
答
…
詳
し
い
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

　
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
大
学
・

　
研
究
所
な
ど
関
係
機
関
と
情
報
の
共

　
有
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
内
会
・
自
治
会
補
助
金

質
問
…
地
域
活
動
活
性
化
の
た
め
、
町

　
内
会
・
自
治
会
運
営
費
補
助
金
の
再

　
考
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
…
町
内
会
・
自
治
会
運
営
費
補
助

　
金
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
６
年

　
間
の
調
整
期
間
を
設
け
て
補
助
額
を

　
統
一
す
る
よ
う
決
定
さ
れ
た
。
厳
し

　
い
財
政
状
況
の
中
で
、
増
額
は
難
し

　
い
状
況
で
あ
る
。
活
動
支
援
と
し
て

　
昨
年
度
か
ら
「
が
ま
だ
す
地
域
づ
く

　
り
補
助
金
・
交
付
金
」
制
度
を
設
け

　
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
地
域
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
役
立

　
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

空
き
家
対
策

質
問
…
市
内
で
も
空
き
家
が
多
く
な
っ

　
て
お
り
、
崩
れ
た
り
し
て
事
故
に
つ

　
な
が
り
か
ね
な
い
。
空
き
家
対
策
に

　
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

　
の
か
。

回
答
…
実
態
調
査
を
行
い
、
危
険
な
も

　
の
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
適

　
切
管
理
を
す
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

　
ま
た
、
他
市
の
先
進
事
例
な
ど
を
研

　
究
し
て
い
き
た
い
。

文
化
財
の
活
用

質
問
…
有
明
文
化
会
館
に
あ
る
遺
跡
を

　
は
じ
め
、
市
内
に
あ
る
遺
跡
は
大
変

　
貴
重
な
も
の
だ
が
、
あ
ま
り
有
効
利

　
用
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

回
答
…
市
内
に
あ
る
遺
跡
は
ど
れ
も
大

　
変
貴
重
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ジ

　
オ
パ
ー
ク
関
係
者
に
見
学
い
た
だ
く

　
な
ど
島
原
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

　
く
も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
今

　
後
も
文
化
財
の
重
要
性
を
認
識
し
、　

　
活
用
・
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
。

雇
用
対
策

質
問
…
景
気
低
迷
に
よ
る
求
人
の
低
迷

　
が
続
い
て
い
る
。
何
ら
か
の
対
策
は

　
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答
…
市
で
も
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て

　
約
６
０
０
人
を
雇
用
し
た
と
こ
ろ
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
雇
用

　
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
役
所
の
窓
口
時
間

質
問
…
市
役
所
の
窓
口
開
庁
時
間
を
延

　
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

回
答
…
時
間
延
長
は
現
在
予
定
し
て
い

　
な
い
が
、
平
日
来
庁
で
き
な
い
人
の

　
た
め
に
、
土
曜
・
日
曜
午
前
中
に
窓

　
口
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち

　
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
約
筆
記

質
問
…
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
っ
た
り
、　

　
耳
が
遠
い
人
の
た
め
の
要
約
筆
記
が

　
活
用
さ
れ
る
会
議
な
ど
が
あ
れ
ば
、　

　
周
知
し
て
ほ
し
い
。

回
答
…
情
報
提
供
が
可
能
な
も
の
に
つ

　
い
て
は
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

有
明
総
合
文
化
会
館
駐
車
場

質
問
…
有
明
総
合
文
化
会
館
裏
側
の
駐

　
車
場
の
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お

　
ら
ず
、
駐
車
で
き
ず
に
い
る
人
が
い

　
る
。
案
内
の
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な

　
い
か
。

回
答
…
現
在
、
裏
側
駐
車
場
に
つ
い
て

　
は
行
事
の
チ
ラ
シ
で
案
内
す
る
ほ
か
、

　
係
員
を
配
置
し
て
誘
導
を
行
っ
て
い

　
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
可

　
動
式
看
板
を
製
作
し
、
配
置
す
る
こ

　
と
で
更
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

　
い
。

市長を囲む地域懇談会でも
要約筆記が行われました

　
市
長
を
囲
む
地

域
懇
談
会
で
皆
さ

ん
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
な
ど

は
市
議
会
や
関
係

機
関
な
ど
と
連
携

し
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
な
ど
生
活
に
密
着
し
た

意
見
・
要
望
な
ど
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
担
当
グ
ル
ー
プ
へ
そ

の
都
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
へ
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　皆さんは、市が取り組んでいる事業や今後の課題についてどのくらい知っていますか。市の事業と今後
の課題を皆さんに知っていただくことで、市民と行政が一体となった協働のまちづくりが更に推し進めら
れ、活力あるまちづくりにつながります。
　ここからは「市長を囲む地域懇談会」時に説明した「島原市の取り組みと今後の課題」を当日参加でき
なかった皆さんのために、あらためて紹介します。

 １　ジオパーク国際ユネスコ会議の開催

　平成 24 年５月 12 日から５月 15 日、市民皆
さんをはじめ多くの関係機関の協力を得て、日本
で初めて島原半島で
開催されました。期間
中は市民フォーラム
など、当初の目標を上
回る約 5300 人の参
加がありました。

 ２　これまでの島原市の主な取り組み

　秋篠宮ご夫妻がご来島され、「子どもフォーラ
ム」にご臨席されたほか、雲仙・普賢岳噴火災害
で犠牲になられた方
へのご供花や雲仙岳
災害記念館をご視察
になられました。

①第５回ジオパ－ク国際ユネスコ会議
　過去最多となる 31 の国と地域から 593 人、市民
フォーラムなどを含めると約 5300 人の参加
②市民皆さんと一体となって「おもてなしの心」　
　で国際会議参加者をお出迎えすることができました

この機運を持続し、ジオパークを利用した地域振興
を推進していきます

　市では平成 22 年に策定した「第６次市勢振興計画」における５つの都市づくりビジョンに基づき、さま
ざまな施策に取り組んでいます。

島原市第６次市勢振興計画

５つの都市づくりビジョン 都市づくりを支える３つの行動指針

①島原半島の中心都市づくり
②交通・情報ネットワークづくり
③安全・安心な暮らしづくり
④特色ある産業づくり
⑤ひとづくり

①徹底した行財政改革
②地域力を結集した市政運営
③島原半島の活性化と島原市の発展

① 第５回ジオパーク国際ユネスコ会議 ② 秋篠宮ご夫妻ご来島

　ジオパークを観光や防災に活かすことを目的
に、市民フォーラムでは多くの参加者が議論しま
した。また、市民ボラ
ンティアやおもてな
し事業など多くの市
民の支えによりたく
さんの交流が生まれ
ました。

③ 多くの成果を残し、盛会のうちに閉幕 ④ ジオパーク国際会議をきっかけに

島原市の将来像
「有明海にひらく
  湧水あふれる
  火山と歴史の田園都市」

５つの都市づくりビジョンに基づき、市ではさまざまな施策に取り組んで
います。次ページ以降で主な取り組みを紹介します。
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　「新しい光を放つ島原」を目指して 

島原市の取り組みと今後の課題

＋



上水道環境の整備
安心安全な水道水を安定して供給するため、「有
明地区簡易水道事業」に取り組んでいます。
・事業期間
　H21 ～ 25 年度
・総事業費
　約 29 億円

① 島原半島の中心都市づくり

島原中央道路
交通渋滞の解消や交流の活性化に向け、「島原中央
道路」をはじめとした道路網の整備に努めています。
・事業期間
　H13 ～ 24 年度
　本年 10 月完成
・延　長　4.5km
  （眉山トンネル 905m）
・総事業費　約 251 億円

② 交通・情報ネットワークづくり

ごみ収集体制の充実
リサイクルの推進および利便性の向上を図るため、
収集回数や分別品目を増やしました。
・燃やせないごみ、資源ごみの収集回数
　月１回 → 月２回
　（H22 年度から）
・資源ごみなどの分別
　４種類 → ６種類
　（H23 年度から）

③ 安全・安心な暮らしづくり
ほ場整備の推進
農産物の生産性を高めるため、ほ場整備を進めて
います。
・三会原第2地区（H20～25年度：総事業費　約９億円）
・下辻地区（H21 ～ 25 年度：総事業費　約 2 億円）
・宇土山地区（H22～27年度：総事業費　約６億円）

④ 特色ある産業づくり

地域ブランドの確立
島原ブランドの知名度をアップするため、物産展
へ積極的に出店しています。
・物産流通対策本部長を民間から登用（H24 年度）
・商談・販売額
　  約 1000 万円（H21）
→  約 4000 万円（H23）

④ 特色ある産業づくり

雇用の創出など
働く場づくりや産業を活性化して雇用を生み出す
ための支援を行っています。
・緊急雇用創出事業
　延べ 576 人を雇用
　（H21 ～ 23 年度）
・地元企業・島原市進出企業の設備投資への支援
  制度を新設（H23 年度）

④ 特色ある産業づくり

子育て・保健・医療の充実
安心して子育てができるようにするほか、医療体
制の充実を図っています。
・保育料の減免、無料化
　２人以上が同時在園など４年間
　で約 1100 人を支援
・ワクチンの無料接種
　子宮頸がん、肺炎球菌など

⑤ 「ひとづくり」重視の都市づくり

特定健康診査（特定健診）の推進など
早期発見・早期治療を目的に特定健診の受診を推
進しています。
・H25 年度の受診率 65％を目指した取り組み
・受診率の向上
　24.3％ (H20) →  42.8％ (H23)
   （伸び率は県内トップ）
・島原市医師会看護学校に就学資金
  の基金設置（1 学年 5 人分）

⑤ 「ひとづくり」重視の都市づくり

※本文中、「平成」を「Ｈ」と表記しています

二ツ石浄水場
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教育環境の充実
安心して勉強できる環境づくりに努めています。
・学校施設の耐震化（第一・第三小学校建て替えほか）
　本年 12 月までにすべての小中学校の耐震化を
　完了
・小中学校すべてに
　学校司書を配置
　（H22 年度に完了）

⑤ 「ひとづくり」重視の都市づくり

長崎がんばらんば国体に向けた対応
平成 26 年に開催される「長崎がんばらんば国体」
に向け、施設整備などを行っています。
・人工芝グラウンドの完成（H23 年度）
・市体育館、弓道場の整備（H22 ～ 24 年度）

⑤ 「ひとづくり」重視の都市づくり

行財政改革と窓口サービスの向上
厳しい財政状況の中、行財政改革に努めています。
・県内初となる土日開庁の実施（H21 年度～）
・特別職の給与カット
（市長 20％、副市長 10％、教育長５％をカット）
・浦田保育園の民間移譲
・職員数の見直し
　　 432 人（H18）
　→ 396 人（H24）

徹底した行財政改革と情報公開

しまばら芝桜公園の整備
市民と行政が一体となり、しまばら芝桜公園の整
備を行い、官民協働でまちづくりを推進していま
す。
・21 万株を植栽し完成
　（H24）
・市民主体となった今後
  の管理運営

住民主体のまちづくり

　このように各種施策に取り組む中で、平成 22 年度一般会計決算においては、歳入が約 215 億円で、うち市税
の占める割合は約 48 億円（約 22％）にとどまっています。歳出は総額約 206 億円のうち、福祉・保健などの民
生費が約 36％と多くを占めています。

島原市の財政状況（平成 22 年度）

歳 入
決算額

214 億 5789 万円

歳 出
決算額

205 億 9643 万円

地方交付税
68 億 8177 万円

（32.1%）

市税
47 億 5307 万円

（22.2％）

国庫支出金
32 億 1628 万円

（15.0%）

市債
21 億 5254 万円

（10.0%）

県支出金
16 億 6374 万円

（7.8%）

地方消費税交付金
4 億 6576 万円

（2.2%）

繰越金
6 億 1102 万円

（2.8%）

地方譲与税
1 億 9102 万円

（0.9%）

繰入金
1960 万円

（0.1%） その他
15 億 309 万円

（6.9%）

民生費
74 億 7422 万円

（36.3%）

公債費
26 億 6491 万円

（12.9%）

総務費
29 億 1814 万円

（14.2%)

土木費
20 億 6525 万円

（10.0%）

教育費
16 億 4988 万円

（8.0%)

衛生費
15 億 9990 万円

（7.8%）

消防費
8 億 3136 万円

（4.0%）

農林水産業費
6 億 1765 万円

（3.0%）

商工費 
5 億 2714 万円

（2.6%）
その他
2 億 4798 万円

（1.2%）

・税　収　約 48 億円（H20）→ 約 47 億円 (H22) 
・公共事業費　約 18 億円（H20）→ 約 26 億円 (H22)
・経常収支比率　94.2%（H20）→ 88.7%(H22)
・実質公債費比率　8.7%（H20）→ 9.2%(H22)

・地方債残高　約 189 億円（H20）→ 約 185 億円 (H22)
・積立金残高　約 60 億円（H20）→ 約 71 億円（H22）
・職員数　432 人（H18）→ 396 人（H24）
・行政改革の効果　４億 2000 万円（H19 年度比）

　税収が伸びない中、厳しい財政運営は続きますが、公共事業費も一定量を確保し、財政の健全性を示す数値も
一定のレベルを保ち、借金にあたる地方債は県内の市で最も少なく、一方で貯金にあたる積立金は増加しています。
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◎ 10 月に迫った「全国和牛能力共進会」や、平成
26 年の「長崎がんばらんば国体」など大型イベン
トの開催をステップとし、島原市のさらなる飛躍に
つなげていきます。

◎少子高齢化が進む中、独居老人への声かけなど地
域の見守り活動や、子育てのしやすい環境づくりに
取り組みます。また、人口減少に歯止めをかけるべ
く、各種施策により産業の活性化や雇用の創出を
図っていきます。

◎安全・安心なまちづくりについて、出平町から有
明町間をはじめ、島原道路の早期整備に全力で取り
組みます。そのほか、防災行政無線などの防災対策、
船津地区などの浸水対策、し尿処理場の建て替えな
ど、安心して住めるまちづくりの実現に努めます。

◎将来を担う子どもたちのため、外国語教育の充実
や、国内外さまざまな地域との交流や各種体験学習
などを推進します。また、防災教育の充実、新たな
特産品や観光プランなど魅力ある商品づくりに努め、
ジオパークの持続的発展につなげます。

◎市民皆さんと一体となった市政運営を目指し、中
心商店街の活性化、ごみの再資源化の推進、市庁舎
建設などに取り組みます。また、厳しい財政状況の
折、行財政改革に引き続き取り組みます。

　市勢振興計画に掲げる「５つの都市づ
くりビジョン」に基づき、これらの重点
課題に取り組み、「新しい光を放つ島原
市」を目指します。
　市民皆さんのご理解ご協力をお願いいたします。

 ３　今後、重点的に取り組むべき分野

高齢者や子育てにやさしいまちづくり
少子高齢化が進む中、地域活力の維持と充実した
サービスに努めます。
・地域の見守り活動
・特別養護老人ホームの整備
・小児医療体制の充実
・島原病院などの医師確保

今後の重点分野 ②

安全・安心なまちづくり
島原道路の整備とともに溶岩ドームの崩落対策や
眉山の治山対策など防災対策を推進します。
・島原道路の整備促進（出平～有明）
・下水道の整備
・防災および浸水対策
・溶岩ドームの崩落対策
・眉山の治山対策
・し尿処理場の建て替え

今後の重点分野 ④

働く場の確保
地場産業の支援や企業誘致を積極的に行い、産業
の振興を図ります。
・企業誘致の推進
・農業、漁業の振興
  （後継者対策など）
・ブランド、販売戦略の強化
・新エネルギーの推進

今後の重点分野 ③

将来を担う子どもたちの育成
国際化を見据えた取り組みなどを進めます。
・外国語教育の充実、体験学習の推進
・姉妹・兄弟都市やジオパーク地域などとの交流
魅力ある観光都市づくり
スポーツ大会や学会などの誘致
により経済効果をもたらします
・修学旅行やコンベンション誘致
・新幹線などとの交通アクセス向上

今後の重点分野 ⑤
市民一体となったまちづくり
・中心商店街の活性化
・ごみの再資源化
・市庁舎の建設
・花いっぱい運動
・地域の見守り活動

行財政改革の更なる推進

今後の重点分野 ⑥

ジオパークの持続的発展
ジオパークの防災教育への活用のほか国内外との
交流を図り、世界ジオパークの地位を確立します。
・観光振興、防災教育の充実
・新たな魅力、観光プラン開発
・海外を含むジオパーク地域との交流
大型イベントへの対応
・全国和牛能力共進会（10 月）
・長崎がんばらんば国体（H26）

今後の重点分野 ①
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９
月
10
日
～
９
月
16
日
は
「
自
殺
予
防
週
間
」

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

　
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の
い
の
ち
を
お
び
や

か
す
も
の
と
し
て
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
、
糖
尿
病
の
４
大
疾
患
に
つ
い
て
特
に
大

き
な
注
意
が
払
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
こ
れ
に
精
神
疾
患

が
加
わ
り
、
５
大
疾
患
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
国
民
病
と
い

わ
れ
る
「
う
つ
病
」
や
、
そ
の
う
つ
病
を
は

じ
め
と
す
る
精
神
疾
患
に
よ
る
不
調
が
大
き

く
関
係
す
る
「
自
殺
」
が
増
加
し
、
深
刻
な

社
会
問
題
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
ら
だ
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
や
自
殺
は
決
し
て
他
人
事

で
は
な
く
、
い
つ
自
分
や
周
囲
の
人
に
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
こ
こ
ろ
の
問
題
を
身
近
な
こ
と
と

し
て
考
え
、
日
ご
ろ
か
ら
こ

こ
ろ
の
健
康
に
も
目
を
向
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
困
っ
た

時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か

に
相
談
す
る
な
ど
周
囲
の
助

け
を
借
り
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
国
内
で
、
年
間
３
万
人
以
上
も
の
人
が
自

ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
を
考
え
る
人

は
「
死
ぬ
し
か
な
い
」「
自
分
は
生
き
る
に

値
し
な
い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
殺

者
を
一
人
で
も
減
ら
す
た
め
に
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
気
づ
き　
家
族
や
親
し
い
人
の
変
化
に
気

　
づ
い
た
ら
声
を
か
け
る

　
「
最
近
、
眠
れ
て
る
？
」「
疲
れ
て
い
る
み

た
い
ね
、
ど
こ
か
具
合
が
悪
い
の
？
」
な
ど

と
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
声
を
か
け
て

も
ら
う
こ
と
で
、『
自
分
は
決
し
て
ひ
と
り

で
は
な
い
』と
感
じ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。

②
傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

　
傾
け
る

　
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、
そ
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
そ
の
人
は

気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
本
来
の
自
分
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
家
な
ど
に
相
談
す

　
る
よ
う
勧
め
る

　
抱
え
込
ん
で
い
る
悩
み
や
問
題
を
解
決
す

る
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
に
死
を
選
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
専
門
家
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

④
見
守
り　
寄
り
添
い
な
が
ら
じ
っ
く
り
と

　
見
守
る

　
つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
、
深
い
孤
立
感
を

つ
の
ら
せ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、『
い
つ
も

温
か
く
見
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
』
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
も
の
で
す
。

・長崎いのちの電話（☎ 095-842-4343）
　受付時間：９時～ 22時
・県南保健所（☎ 62-3289）
　受付時間：９時～ 17時
・市福祉保健総務グループ（☎ 63-1111　内線 273）
　受付時間：８時 30分～ 17時 15分
　上記以外にも相談窓口はあります。まずはお気軽にご相談
ください。

心の不調を感じたら、ご相談ください

困ったときは、一人で悩まず周囲に
相談するか、各種相談窓口へ相談し
てください

自殺を選んだ人にはどのような悩みがあったのでしょうか

健康問題
47%

経済・生活問題
22%

家庭問題
14%

勤務問題
8%

男女問題 3% その他 6%

健康問題の悩み
・からだの具合が悪い
・精神（こころ）を病んでいる
・アルコールが手放せない
・薬物乱用など

勤務問題の悩み
・就職に失敗した
・過労など

経済・生活問題の悩み
・会社が倒産した
・多額の借金があるなど （警察庁

「平成 22年中における自殺の概要資料」より）

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班

（
☎
�
１
１
１
１　
内
線
２
７
３
）
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「
老
人
の
日
」、「
老
人
週
間
」
は
、
国

民
が
広
く
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老
人
自
身
も

生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲
を
持
つ
こ
と

を
目
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
敬
老
の
日
」
は
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う

日
と
し
て
定
め
ら

れ
た
国
民
の
祝
日

で
、
諸
外
国
に
は

無
い
日
本
独
自
の

記
念
日
で
す
。

長
寿
国
「
日
本
」

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
７
９
・

４
４
歳
、
女
性
が
８
５
・
９
０
歳
と
前
年

と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均
寿
命
の
数

値
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
世

界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省 

平
成
23
年
簡
易

生
命
表
）

　
１
９
５
０
年
代
に
は
平
均
寿
命
が
主
要

先
進
国
の
中
で
最
低
だ
っ
た
日
本
は
、
半

世
紀
を
経
て
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
要
因
と
し
て
は
、
医
療
水
準
の
向
上
を

は
じ
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
普
及
、
日

本
的
食
生
活
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
て

　
高
齢
化
が
進
む
社
会
で
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
家

庭
や
地
域
社
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で

お
互
い
の
関
わ
り
を
深
め
、
身
近
な
共
通

の
テ
ー
マ
と
し
て
「
高
齢
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
人

一
人
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た

日
々
を
送
り
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
築

く
た
め
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
後
に
続
く

若
い
人
も
高
齢
期
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関

心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
意
識
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
の
各
地

域
で
は
、「
老
人
の
日
」、「
老
人
週
間
」
な

ら
び
に
「
敬
老
の
日
」
を
さ
ら
に
重
要
な

機
会
と
し
て
と
ら
え
、
老
人
を
敬
い
、
励

ま
し
、
老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う
と
、
そ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

多
様
な
取
り

組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で

も
各
関
係
機

関
の
協
力
の

も
と
、
次
の

よ
う
な
行
事

や
サ
ー
ビ
ス

が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

敬
老
祝
賀
行
事

　
各
地
区
で
町
内
会
・
自
治
会
、
婦
人
会

な
ど
の
協
力
に
よ
る
多
彩
な
敬
老
祝
賀
行

事
が
次
の
よ
う
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

場　所

三会農村環境改善センター

杉谷公民館

島原文化会館大ホール

ホテル南風楼

白山公民館、市福祉センター

島原復興アリーナ（サブアリーナ）

各自治会でそれぞれ開催
※三之沢地区は９月 16 日（日）、有明公民館で合同敬老会を開催予定

日　時

９月 16 日（日）　10 時から

９月 16 日（日）　10 時から

９月 17 日（月）　９時 30 分から

９月 16 日（日）　10 時から

９月 16 日（日）　10 時から

９月 17 日（月）　９時 30 分から

地区

三会

杉谷

森岳

霊丘

白山

安中

有明

敬
老
祝
金
・
祝
品
の
支
給

　
市
で
は
、
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

次
の
人
に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
へ
事
前
に
通
知
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
基
準
日
に
88
歳
以
上
の
人
に
は
、

町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
祝
品
も
贈
呈

し
ま
す
。

▼
敬
老
祝
金
対
象
者
・
金
額

◉
77
歳
…
７
０
０
０
円

◉
88
歳
…
１
万
５
０
０
０
円

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
９
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
満
70
歳

以
上
の
人
は
、
次
の
と
お
り
「
島
原
温
泉

ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
」
お
よ
び
「
有
明
福
祉
セ

ン
タ
ー
浴
場
」
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

▼
期
　
間
　
９
月
17
日
㈪
か
ら
９
月
26
日

　
㈬
ま
で　
10
時
か
ら
21
時
ま
で
（
受
付

　
は
20
時
30
分
ま
で
）

※
今
年
度
は
、
定
休
日
に
あ
た
る
日
に
お

　
い
て
も
臨
時
開
館
し
ま
す
が
開
館
時
間

　
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

　
い

▼
臨
時
開
館
日

◉
島
原
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
…
９
月
19
日

　
㈬
・
26
日
㈬
　
10
時
か
ら
18
時
ま
で

◉
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
…
９
月
18
日

　
㈫
・
25
日
㈫
　
10
時
か
ら
18
時
ま
で

▼
利
用
方
法　
事
前
に
町
内
会
・
自
治
会

　
を
通
じ
て
配
付
す
る
優
待
券
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
訪
問

　
市
、
市
議
会
お
よ
び
市
民
団
体
の
代
表

者
が
、
市
内
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
を
訪
問
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎

�
１
１
１
１　
内
線
２
７
７
）

敬老祝賀会では子どもたちや各種団体
による歌・踊りなどが披露されています

「
老
人
の
日
」 「
老
人
週
間
」 「
敬
老
の
日
」

みんなで築こう
　　安心と活力ある長寿社会



ＡＥＤ
救急車が来るまでに
あなたにもできることがあります

を知っていますか？
ＡＥＤは、突然心停止した際、心臓に電気ショックを与えて、心臓の働きを正常な状態に
戻す医療機器で、人がたくさん集まる公共施設などに設置されています。

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
な
に
？

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

裸
の
胸
の
上
に
貼
っ
た
電
極
パ
ッ
ド
か
ら
自

動
的
に
心
臓
の
状
態
を
判
断
し
、
心
臓
が
け

い
れ
ん
し
、
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態
（
心
室
細
動
）
に
な
っ
て
い
れ

ば
、電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
、

心
臓
の
状
態
を

正
常
に
戻
す
た

め
の
医
療
機
器

で
す
。　

簡
単
！
使
用
方
法
は
音
声
に
従
う
だ
け

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に
使
え

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
タ
ン
を

押
す
、
あ
る
い
は
フ
タ
を
開
け
る
な
ど
す
る

と
電
源
が
入
り
、
あ
と
は
音
声
が
次
に
す
る

べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
く
れ
ま
す
。

①
倒
れ
て
い
る
人
の
胸
を
は
だ
け
、
器
械
の

　
指
示
に
従
っ
て
シ
ー
ル
の
よ
う
な
電
極

　
パ
ッ
ド
を
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
描
か
れ
た

　
位
置
に
し
っ
か
り
貼
る

②
器
械
の
自
動
診
断
を
待
つ

③
器
械
が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
必
要
と
判
断
し

　
た
ら
「
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
と

　
い
う
音
声
指
示
に
従
い
ボ
タ
ン
を
押
す
。

　
こ
の
と
き
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
い

　
場
合
に
は
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
電
気
が
流

　
れ
ま
せ
ん
の
で
、
間
違
っ
て
電
気
が
流
れ

　
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

講
習
会
を
受
講
し
て
お
け
ば
さ
ら
に
安
心
！

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
初
め
て

の
人
で
も
簡
単
に
使

え
る
よ
う
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
事
前

に
救
命
講
習
を
受
け

て
お
く
こ
と
で
、
こ

こ
ろ
に
余
裕
を
持
っ

て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
町
内
会
・
自

治
会
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
で
講
習
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　
き　
島
原
消
防
署
と
日
程
調
整
の
う

　
え
実
施

▼
と
こ
ろ　
消
防
署
ま
た
は
申
込
者
の
希
望

　
場
所
（
公
民
館
な
ど
）

▼
申
込
方
法　
日
程
な
ど
を
事
前
に
調
整
し
、

　
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
消
防

　
署
救
急
係
（
☎
�
０
１
１
９
）

ＡＥＤ  市内公共施設設置場所（50 個所）　※新市体育館（平成 25 年３月末完成）にも設置予定
１　市役所本庁舎　 14  有明公民館 27  長崎県島原病院 40  第三中学校
２　市役所有明庁舎 15  三会公民館 28  第一小学校 41  三会中学校
３　市保健センター 16  杉谷公民館 29  第二小学校 42  有明中学校
４　有明保健センター 17  森岳公民館 30  第三小学校 43  島原振興局
５　島原消防署本署 18  霊丘公民館 31  第四小学校 44  県南保健所
６　市有明プール 19  白山公民館 32  第五小学校 45  島原高校
７　市体育館（※） 20  安中公民館 33  三会小学校 46  島原農業高校
８　市営陸上競技場 21  雲仙岳災害記念館 34  長貫分校 47  島原工業高校
９　島原復興アリーナ 22  市立ありあけ荘 35  大三東小学校 48  島原商業高校
10  平成町人工芝グラウンド 23  市福祉センター 36  高野小学校 49  島原特別支援学校
11  市図書館 24  有明福祉センター    37  湯江小学校 50  島原特別支援学校高等部
12  島原文化会館 25  島原温泉ゆとろぎの湯 38  第一中学校 ※このほか、民間の事業所によって

　は設置しているところがあります13  有明総合文化会館　 26   島原城 39  第二中学校

AED 講習会の様子

市役所市民窓口グループに
設置している AED

AED

島原半島内の AED 設置場所が県
南保健所ホームページ（http://
www.pref.nagasaki.jp/kn-
hoken/）で確認できます

平成 24.9.　　12



 第 33 回

しまばら温泉不知火まつり

天草四郎・ミス島原を募集します

昨年の天草四郎・ミス島原

第１部（10月 13日（土）17時～）
　島原城薪能（島原城）

第２部（10月 14日（日）９時 30分～ 11時 30分）
　しまばらガマダス阿波踊り大会（島原城）

第３部（10月 14日（日）11時 30分～ 16時ごろ）
　ミス島原・天草四郎選彰式（島原城）
　郷土芸能披露（島原城）
　歴史文化市中パレード（島原城～白土湖）
島原城特設イベント（10月 14日（日））
　フリーマーケット、ジオフードフェスタなど

　夕闇から夜へと移ろうに従い、青く浮
かびあがる島原城特設舞台で、幽玄の舞
が披露されます。
▶と　き　10 月 13 日（土）
　　　　　17 時から
▶ところ　島原城
▶入場料　無料（ただし入場整理券が必
　要です。詳しくは島原城薪能振興会
　（☎ 62-2101）へ問い合わせてください）

島原城薪能

島原の秋のまつりといえば「しま
ばら温泉不知火まつり」。今年も
多彩なイベントで盛り上げます！

10 月
13･14

（土）  （日）

天草四郎　「島原の乱」の総大将を務め、絶世の美少年と
　呼ばれた「天草四郎」。不知火まつりのパレードを華や
　かに飾る平成の美少年・青年の応募をお待ちしています！
▶応募資格　15 歳～ 30 歳の男性（未成年は保護者の同意
　が必要）
▶応募方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、直近５カ
　月内の写真、自己ＰＲビデオを添付し、郵送または持参
　してください
※詳しい内容および申込用紙は、しまばら温泉不知火ま　
　つり公式ホームページ（http://shiranui.shimabara.　
　ne.jp/）または島原市ホームページ（http://www.
　city.shimabara.lg.jp/）をご覧ください
▶応募期限　９月 24 日（月）まで
▶応募・問い合わせ先　しまばら温泉不知火まつり振興会
　（観光・ジオパークグループ内　〒 855-8555　島原市
　 上の町５３７　☎ 63-1111　FAX62-8006）
ミス島原　一年間島原の観
　光大使としてご活躍いた
　だく「ミス島原」。郷土
　を代表するにふさわしい
　女性をご推薦ください！
▶問い合わせ先　島原商工
　会議所（☎ 62-2101）

13　　平成 24.9.
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「男女共同参画社会」について考えてみよう

なぜ必要なの？
　「仕事」は、日々の生活を支え、生きがいや喜びを
もたらしてくれます。同時に、家事や育児、地域活
動などの「生活」も日々の暮らしには、欠かせない
ものです。
　その「仕事」と「生活」の充実があってこそ、誰
もが自分の願いを叶え、生き生きとさまざまな活動
をして活躍することが、人生の生きがい、喜びとな
ります。
　しかし、現実には、次のような仕事と生活の間で
問題を抱える人が多く見られます。
①安定した仕事に就けず、経済的に自立することが
　できない
②仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねない 
③仕事と子育てや老後の介護との両立に悩む 
④女性の家庭責任が重く、希望する形で働くことが
　困難
　これらの状況が、働く人が将来への不安を抱えた
り、豊かさを実感できなかったりする大きな要因と
して、社会の活力の低下や少子化の進行を引き起こ
しています。仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の推進が、充実した暮らしを実現するカ
ギとなっています。

danjo   kyodo - sankaku

vol.2

ワーク
ライフ
バランス

ワーク・ライフ・バランスとは？
　ワーク・ライフ・バランスとは「仕事と生活の調和」です。
　老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域活動、個人の自己啓発など、さまざ
まな活動について、自ら希望するバランスで実現できる状態をいいます。
　誰もが生き生きと活躍できる「男女共同参画」社会につながります。

問い合わせ先
政策企画グループ政策振興班（☎ 63-1111　内線 146）

　市内に新たに立地する企業および事業の拡大を目指す地場企業を支援するため、本年
４月から支援を行っています。平成 23年度に新設、増設、改修などを行った事業者の
申請期限は 10月１日（月）までとなっていますので、お済みでない事業者は早めの申請をお願いします。

島原市へ進出する企業・事業拡大する地場企業を応援します！

▶対象業種　①製造業 ②自然科学研究所 ③機械修理業
　④情報サービス業 ⑤宿泊業 ⑥技術サービス業 ⑦物流 
   関連業 ⑧その他市長が必要と認める業種　     
▶支援内容
・立地奨励金　取得した土地、家屋、償却資産の固定資
　産税相当額を支給（期間３年間）
・施設整備奨励金　固定資産の取得費（土地代除く）、　
  改修に係る工事費等の５～ 10％を支給（補助率は新
  規雇用者数による）限度額：1 億円（改修 2000 万円）
・土地家屋賃借奨励金 土地、家屋の賃借料の 25％を 

  支給（期間３年間　限度額：１年につき 1000 万円
  （最大 3000 万円）
・雇用奨励金　正規雇用者１人につき 50 万円、短時間 
  雇用者１人につき 25 万円を支給（回数：１人につき
  １回限り　限度額：5000 万円）
▶対象要件　詳しくは産業政策グループへ問い合わせ
　るか市ホームページ（http://www.city.shimabara.
　lg.jp/）で確認してください
▶問い合わせ先　産業政策グループ商工振興班（☎ 68-
　5483）

家庭・地域・職場に期待する役割
家庭では
・仕事と家庭のバランスの取れた働き方・家庭の
  在り方を夫婦で考えるとともに、家庭教育学級
  や介護教室などに積極的に参加しましょう。
・家事や育児、介護などを夫婦で分担しましょう。
地域では
・地域ぐるみによる子育て支援に努めましょう。
職場では
・男女とも仕事とその他の生活を両立できる就業
  形態となるよう、事業主は労働条件と環境整備
  に努めましょう。

「仕事」と「生活」の調和が大事



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

15　　平成 24.9.

　
先
月
号
に
引
き
続
き
島
原
半
島
の
は
じ

ま
り
を
紹
介
し
ま
す
。
４
３
０
万
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
火
山
活
動
は
次
第
に
南
部
か

ら
北
部
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
、

そ
の
移
り
変
わ
り
の
途
中
で
で
き
た
「
国

崎
安
山
岩
」
を
紹
介
し
ま
す
。

島
原
半
島
の
は
じ
ま
り

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
「
国
崎
安
山
岩
」

　
約
１
５
０
万
年
前
、
島
原
半
島
南
部
に

は
安
山
岩
と
呼
ば
れ
る
、
や
や
粘
り
気
の

あ
る
溶
岩
を
噴
出
す
る
火
山
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
火
山
の
噴
火
に
よ
る
溶
岩
が
初

期
の
島
原
半
島
を
形
作
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
現
在
も
そ
の
痕
跡
が
島
原
半
島
の
南
西

に
位
置
す
る
雲
仙
市
南
串
山
町
の
国
崎
半

島
の
海
岸
で
見
ら
れ
ま
す
。
海
岸
に
見
ら

れ
る
厚
い
溶
岩
流
や
、
土
石
流
の
地
層
が

約
１
５
０
万
年
前
に
存
在
し
、
今
は
海
中

に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
火
山
体
の
な
ご
り
で

す
。

島原半島ジオパークサポーター講座
　島原半島を訪れる観光客と接する機会が多い店
舗（事業所・飲食店など）を対象にジオパークの
基礎知識についての講習会を開催します。
　「ジオパークって何だろう？まだよく分からない
･･･」という人にぜひ参加していただき、島原半島
ジオパークのＰＲにご協力ください。
▶日　程

日　時 場　所
９月６日（木）
14 時～ 15 時 15 分

ありえコレジヨホール
（南島原市有家町）

９月 10 日（月）
14 時～ 15 時 15 分

吾妻町ふるさと会館
（雲仙市吾妻町）

９月 19 日（水）
14 時～ 15 時 15 分

霊丘公民館（大ホール）
（島原市新町二丁目）

▶講　師
　寺井邦久または大野希一
　（島原半島ジオパーク事務局専門員）
▶ジオパークサポーターの認定
　受講した人を「島原半島ジオパークサポーター」
に認定し、認定証とのぼり旗などをお渡しします
※半島内に店舗・事業所などを有する人または従
　業員のみ
▶申し込み・問い合わせ先
　島原半島ジオパーク推進連絡協議会
　（☎ 65-5540　FAX65-5542
　  E-mail：info@unzen-geopark.jp）

防災情報がもっと身近に！
スマートフォンを利用した災害・緊急情報の伝達が始まりました

　地元コミュニティＦＭ局「ＦＭしまばら」が、
スマートフォンなどのアプリを使用した「ＦＭ
＋
プラぷら

＋（ＩＰ緊急告知型サービス）」を全国で初め
て開発し、８月１日からサービスを開始しました。
　これはスマートフォンなどに「ＦＭ＋＋」（無
料）をインストールするだけで、ＦＭしまばら
の通常放送だけでなく、災害・緊急情報をリア
ルタイムで受信・聴取が可能となるもので、そ
のほか文字情報としての情報提供も行われ、聴
覚に障がいを持った人も災害情報などを入手す
ることができます。
▶問い合わせ先　ＦＭしまばら（☎ 62-0885）

入手方法
▶ i Phone（i Pad）
　「App Store」で「FM しま
ばら」で検索し、ダウンロー
ドしてください 
▶ Android 端末
　現在、開発中で８月末から
利用できます（予定）
　詳しくは、「FM しまばら」
ホームページ（http://www.
shimabara.fm/）をご覧くだ
さい （イメージ）

国崎安山岩



Ｖ・ファーレン長崎ホームゲーム、島原で開催
Ｊリーグ昇格を目指して

　7 月 29 日、Ｖ・ファーレン長崎のホームゲームが
ツエーゲン金沢を迎えて、市営陸上競技場で行われ
ました。
　島原開催は今シーズン３回目で、会場は多くのサ
ポーターで埋め尽くされました。
　試合はサポーターの熱い声援により、見事Ｖ・ファー
レン長崎が２対０で勝利しました。
　また、会場では平成 26 年開催の「長崎がんばらん
ば国体」の機運を盛り上げようと「がんばらんば体操
愛好会」と島原市体育指導委員の皆さんによるがんば
らんば体操デモンストレーションが行われ、観客席
のサポーターも一緒に体を動かす光景が見られました。
　現在、ＪＦＬ２位（８月 20 日現在）につけている
Ｖ・ファーレン長崎の島原での試合が、今シーズン
あと２試合開催されます。
　皆さんと共に、Ｖ・ファーレン長崎の優勝、そし
てＪリーグ昇格を目指しましょう。
▶と　き
・９月５日（水）15 時～　    カマタマーレ讃岐
・10 月 14 日（日）13 時～　藤枝ＭＹＦＣ
▶ところ　市営陸上競技場

全国和牛能力共進会・島原半島ジオパークが
牛乳パックに

もっと、モーっとＰＲ

　7 月 30 日、10 月に開催される「全国和牛能力共
進会」と「島原半島ジオパーク」を牛乳パックでＰ
Ｒしようと島原地方酪農業協同組合長　松本良一さ
んが横田市長へ報告に訪れました。
　今回の取り組みは、地元企業として地元で開催さ
れるイベントを支援したいということで行ったそう
です。ＰＲが印刷された牛乳はスーパーなど取扱店
で購入することができます。

がんばくんも参加した「がんばらんば体操」

気迫のこもったプレーで見事勝利 スタンドのサポーターが選手を送り出します

横田市長（左）と松本組合長（右）

ウ
ォッチン

グ

まち
かど
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「島原水まつり」開催
水の恵みに感謝

　８月１日から４日まで、武家屋敷や四明荘などで
「島原水まつり」が開催されました。
　各会場では、竹灯ろうや番傘オブジェが並べられ
たほか、「湧水と音楽」と題した演奏会などが開かれ、
たくさんの人がその幻想的な光景と音色に酔いしれ、
夏の夜を楽しみました。

精霊流し
故人の在りし日をしのんで

　８月 15 日、市内各所で精霊流しが行われました。
島原特有の切子灯ろうで飾られた精霊船が、担ぎ手
の「ナマイドー」の声とともに流し場へ向かいました。
　担ぎ手の勇ましい声の中で暗闇にほのかに浮かぶ
切子灯ろうの灯を、多くの市民と観光客が堪能して
いました。

番傘オブジェ（桜門公園）

演奏会「湧水と音楽」（四明荘） 故人の在りし日をしのんで担ぐ担ぎ手

「ナマイドー」と勇ましい担ぎ手
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　市では更なるごみ減量化・リサイクル推進のため、10 月から古紙類を回収します。

「古紙類（新聞・チラシ・雑誌・段ボール）」を収集します10月から

▶対 象 物 　家庭から出る「新聞・チラシ・雑誌・段ボール」
※事務所・店舗などから出た物は搬出できません
▶搬出場所　現在、資源ごみ・燃やせないごみを搬出して
　　　　　　いるごみステーション
▶搬出時間　資源ごみ・燃やせないごみの収集日時
　　　　　　（午前８時まで）
▶出 し 方 　種類ごとにひもなどで縛ってください
▶問い合わせ先　環境グループ廃棄物対策班
　　　　　　　　（☎ 63-1111　内線 193）

捨てれば ごみ  分ければ 資源

　市で収集した可燃ごみのうち、紙・布
類が約 40％を占めています。
　そのうち古紙類（新聞・チラシ・雑誌・
段ボール）はリサイクル可能なものです。
また、ごみとして出さない場合、その分
だけ処理費用が抑えられます。
　市ではさまざまなリサイクル事業（広
報 6 月号をご覧ください）に取り組んで
います。皆さんの協力をお願いします。

島原市のごみ事情



し ま ば ら
子育て情報
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～ 君がはじめて絵本にであうとき ～
ブックスタートってなあに？

　「ブックスタート」は、赤ちゃんと保護者に絵本を開く楽
しい体験をしてもらおうと、絵本を手渡し、心ふれあうひと
ときを持つきっかけをつくる活動です。
　毎月、市保健センターの３カ月児健診時に、ボランティア
や図書館職員、子育て支援室の職員などが親子に読み聞かせ
を行っており、今年度は、「あけてごらん」の絵本の手渡し
を行っています。

「あけてごらん」
絵：ディック・ブルーナ
文：村田さち子
ドアの中から動物や食べ
物、乗り物など…はっき
りとした色と形は、赤ちゃ
んがひきつけられるかわ
いい絵本です。

　私たちボランティアスタッフは、平成 16年７月
から活動をはじめ、市保健センターで行われる３カ
月児健診に来た親子を対象に、絵本の読み語りを通
じ、絵本を介した赤ちゃんへの愛情、大切に思う気
持ち、赤ちゃんの幸せを願い活動を行っています。
　３カ月児健診に来たすべての親子を対象に、待ち
時間の間に１組ずつ順に読み語りをし、赤ちゃんの
笑顔に出会うたびに、『ブックスタートの意味の大
切さ』を私達ボランティアは実感させられます。
　また、毎回、赤ちゃんへの読み語りは喜びでもあ
り、私たちの生きがいと励みになっています。ブッ
クスタート事業は、「親子のふれあい」のきっかけ
づくりの一つとして絵本を介し、絵本での「絆つく
り」「読書の基礎づくり」はもちろんのこと「言葉
の発達」などのほか、読み語りにより新しい世界も
広がり赤ちゃんの育ちの「心の栄養」となっており、
とても素晴らしい事業だと思います。
　ブックスタートの読み語りは、親子の笑顔パワー
が地域の人との関係につながる大事で大切なすばら

しい事業です。「絵本の手渡し」はただ単に「物」の
手渡しではなく、愛情ある温かい「心の手渡し」だ
と思っています。
　赤ちゃんと一緒に絵本を楽しむことの大切さを伝
えるブックスタート事業が今後もずっと続き、地域
に生まれた赤ちゃんの「心豊かな成長と親子の幸せ
を共有できる地域の絆」を深められるような地域住
民読み語りボランティアとして協力できればと思っ
ています。あなたもぜひ始めてみませんか。
　

「絵本を配って、それで終わりではありません」 ブックスタートボランティア
本田光子さん

「全力で子育てのサポートをします」
ブックスタートボランティアの皆さん

赤ちゃんに、やさしいまなざしが注がれる
まちづくりが始まっています

参加者の声
「最初の一冊はどれを選んでよいのか迷ってしまうので助かり
ました。この読み聞かせは、以前から楽しみにしていました。
同じ月齢のお子さんがたくさんいてとても楽しかったです。」
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が
で
し
ょ
う
か
。

○
参
考
文
献
： 

島
原
市
鉄
砲
町
伝

　
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査

　
報
告
書 

』（
島
原
市　
平
成
21

　
年
３
月 

）

　
７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
東
京

都
で
行
わ
れ
た
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
で
、
島
原
レ
ス
リ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
小
学
５
年
生
池
田
成
諒

君
が
見
事
優
勝
、
小
学
４
年
生
の
落
水

健
太
く
ん
が
第
３
位
と
好
成
績
を
上
げ

ま
し
た
。

　
島
原
市
か
ら
島
原
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
の
７
人
と
有
明
レ
ス
リ
ン
グ
の
１

人
が
九
州
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

こ
の
大
会
へ
と
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
島
原
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
28

人
の
子
ど
も
た
ち
が
内
野
監
督
の
指
導

の
も
と
、
有
馬
武
道
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
練
習
日
は
土
曜
日
と
日
曜
日
の

午
前
中
の
み
。
比
較
的
少
な
め
で
す
が

ふ
る
さ
と
再
発
見

―
  

鉄
砲
町
の
石
垣  ―

Close Up!

鉄
砲
町
編

そ
の
分
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
島
原
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
内
野
監

督
は
優
勝
し
た
池
田
君
に
対
し
て
「
タ
ッ
ク

ル
、
ス
ピ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ど
れ
も
有
り
、

試
合
づ
く
り
が
で
き
る
選
手
で
す
。
厳
し

い
組
み
合
わ
せ
で
し
た
が
、
い
つ
も
ど
お

り
に
や
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
と
て

も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
強
い
選
手
だ
と
思
い

ま
す
。
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
全
国
大
会
決
勝
戦
で
は
、
相
手
が
強
く

て
池
田
君
の
思
う
よ
う
な
試
合
展
開
に
な

ら
ず
、
点
数
で
負
け
て
い
ま
し
た
が
、
残

り
20
秒
で
逆
転
し
、
そ
の
ま
ま
判
定
勝
ち

し
ま
し
た
。
試
合
の
感
想
を
池
田
君
に
聞

く
と
「
ち
ょ
っ
と
焦
っ
て
い
た
け
ど
、
監

督
か
ら
指
示
を
聞
い
て
落
ち
着
い
て
試
合

が
で
き
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
二
人
に
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
聞
く
と
、
池
田
君
は
「
将

来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
金
メ
ダ
ル
を
取

り
た
い
」、
落
水
君
は
「
全
国
大
会
で
優

勝
し
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
レ
ス
リ

ン
グ
で
男
女
と
も
に
日
本
勢
が
活
躍
し
ま

し
た
。
将
来
、
島
原
出
身
の
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
大
活
躍

す
る
の
を
期
待
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
で
池
田
君
が 

金 

メ
ダ
ル
、
落
水
君
が 

銅 

メ
ダ
ル

三会小学校5年
池田 成諒 君

三会小学校4年
落水 健太 君

三会小学校5年
池田 成諒 君

三会小学校4年
落水 健太 君
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毎
月
、
19
日
は
『
食
育
の
日
』
で
す
。

「
一
緒
に
食
べ
る
人
が
い
る
」
こ
と
は
、

食
事
を
お
い
し
く
す
る
ス
パ
イ
ス
で
す
。

島
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
で

は
、
み
ん
な
が
つ
ど
い
・
語
ら
い
な
が

ら
食
事
を
と
る
場
を
提
供
し
、
コ
コ
ロ

も
カ
ラ
ダ
も
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
第
１
弾
と
し
て
「
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ ×

 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ（
食
と
健
康
）

イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
保
健
師

に
よ
る
血
圧
測
定
・
健
康
相
談
の
ほ
か
、

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
健
康
料
理

の
試
食
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す

る
コ
ツ
、
塩
分
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
と
　
き　
９
月
19
日
㈬　
10
時
か
ら

　
13
時
ま
で

◆
と
こ
ろ　
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
町

◆
内
　
容　
血
圧
測
定
・
健
康
相
談
、　

　
健
康
料
理
の
試
食
、
塩
分
測
定
・
食

　
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク

　
長
崎
大
学
の
中
垣
内
真
樹
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
楽
し
い
健
康

づ
く
り
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
初
心
者

で
も
で
き
る
運
動
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き　
10
月
12
日
㈮
・
22
日
㈪
、　

　
11
月
２
日
㈮
・
21
日
㈬
、
12
月
３
日

　
㈪
・
17
日
㈪　
14
時
か
ら
15
時
30
分

　
ま
で

◆
と
こ
ろ　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
人

◆
内
　
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ス
ク
エ
ア

　
ス
テ
ッ
プ
、
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動
（
筋

　
ト
レ
、
有
酸
素
運
動
）
な
ど

◆
募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

◆
持
参
品　
水
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ

　
オ
ル

◆
申
込
方
法　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら
、
ポ
リ
オ

の
予
防
接
種
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
へ
切

り
替
わ
り
ま
す
。

◆
対
象
者　
生
後
３
月
か
ら
生
後
90
月

　
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
り
、
ポ
リ
オ

　
の
予
防
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

◆
接
種
回
数

 

・
未
接
種
者
：
初
回
３
回

 

・
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種
者
：
初
回
２

　
回

 

・
任
意
で
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
者
：
残
り
の
初
回
接
種
分

※

追
加
接
種
に
関
し
て
は
、
現
段
階
で

　
は
効
果
や
安
全
性
な
ど
を
調
査
中
で

　
あ
り
、
定
期
予
防
接
種
の
取
り
扱
い

　
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
定
期
予
防
接

　
種
と
な
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
接
種
間
隔

 

・
初
回
接
種
：
20
日
以
上
の
間
隔
を
あ

　
け
る

◆
接
種
場
所　
市
内
予
防
接
種
実
施
医

　
療
機
関

※

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

◆
接
種
費
用　
無
料

◆
持
参
品　
予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳

※

対
象
者
へ
は
個
別
通
知
を
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

　
同
封
の
お
知
ら
せ
を
よ
く
ご
覧
く
だ

　
さ
い

　
平
成
24
年
度
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
（
任
意
予
防

接
種
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者　
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

　
申
請
日
に
70
歳
以
上
の
人
で
、
過
去

　
５
年
の
間
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

　
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

※

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
対
し
て
、
健

　
康
保
険
な
ど
の
適
応
が
な
い
人

◆
助
成
方
法　
申
請
書
を
受
付
窓
口
で

　
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

　
請
後
、
審
査
を
行
い
、
助
成
と
な
る

　
場
合
に
は
対
象
者
決
定
通
知
書
と
予

　
診
票
を
郵
送
し
ま
す
（
助
成
不
可
の

　
場
合
は
、
対
象
者
非
該
当
通
知
書
）。

　
対
象
者
決
定
通
知
書
と
予
診
票
が
届

　
い
た
後
、
市
内
予
防
接
種
実
施
医
療

　
機
関
へ
予
約
を
し
て
接
種
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
、
か
か
り

　
つ
け
の
医
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う

◆
自
己
負
担
金　
５
０
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
「
生
活
保
護

　
受
給
証
明
書
」
の
提
出
が
あ
れ
ば
無

　
料
で
接
種
で
き
ま
す

※

助
成
は
生
涯
の
う
ち
１
回
で
す

◆
申
請
期
間　
平
成
25
年
１
月
末
日
ま

　
で
（
接
種
実
施
期
間
は
平
成
25
年
３

　
月
末
日
ま
で
）

◆
受
付
窓
口　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有

　
明
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
・
健
康
増

　
進
グ
ル
ー
プ
（
保
険
班
）、
有
明
支
所
、

　
三
会
出
張
所

◆
問
い
合
わ
せ
先　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

20平成24.9.

食
事
を
お
い
し
く
、

楽
し
く
食
べ
て
健
康
ア
ッ
プ

食
育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
助
成

保健センターだより ■有明保健センター（☎６８－５３３５）■有明保健センター（☎６８－５３３５）
■市保健センター（☎６４－７７１３）■市保健センター（☎６４－７７１３）保健センターだより

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
す

楽
し
く
動
い
て
健
康
ア
ッ
プ

「
健
康
運
動
教
室
」



TEL 0120－555－203
TEL 095－826－5511

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

小児の日曜診療所 ☎63-0202
（受付時間のみ）

※必ず電話受付後、来院をお願いします

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
特
定
健
診

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
メ
タ
ボ
）
は
内
臓
脂
肪
型
肥

満
を
ベ
ー
ス
に
、
血
圧
高
値
・
脂

質
異
常
・
高
血
糖
の
う
ち
２
項
目

以
上
が
該
当
し
て
い
る
状
態
で
す
。

メ
タ
ボ
を
放
置
す
る
と
、
高
血
圧

や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
か
ら
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
命
に
係
わ
る
病

気
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
し
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
早
期
発
見
の
良

い
機
会
で
す
。
ま
だ
、
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

健
診
で
メ
タ
ボ
の
危
険
性
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
ら

　
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
の

危
険
性
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人

に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な

ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
メ
タ
ボ
の

予
防
・
解
消
の
た
め
、
個
人
の
生

活
リ
ズ
ム
や
習
慣
に
合
わ
せ
た
食

生
活
や
運
動
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
健
指
導
参
加
者
の
声
）

 
・
自
分
に
合
っ
た
食
事
の
量
や
み

　
そ
汁
の
味
の
濃
さ
が
わ
か
り
勉

　
強
に
な
っ
た
。

 

・
野
菜
の
大
切
さ
が
わ
か
り
、
野

　
菜
を
多
く
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

・
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
よ

　
う
に
な
り
、
体
重
・
腹
囲
が
減

　
っ
た
。
体
調
が
よ
く
な
り
便
秘

　
も
改
善
し
た
。

 

・
膝
の
痛
み
が
あ
っ
た
が
、
自
分

　
に
あ
っ
た
運
動
を
教
え
て
も
ら

　
い
、
膝
の
痛
み
が
改
善
し
た
。

受
診
率
65
％
を
目
指
し
て

特
定
健
診
実
施
中

　
平
成
23
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は
42
・
８
％
（
見
込
み
）
で
、

対
象
者
の
う
ち
半
数
以
上
が
受
診

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
で
は
、
40
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
11
月

末
ま
で
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
健
診
費
用
は
無
料
で
す
。

　
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
健

康
管
理
や
生
活
を
見
直
す
機
会
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健康 UP 大作戦 健康しまばら21

月9 休日の お医者さん歯医者さん
■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間　午前9時～正午

 ※都合により変更となる場合があります

日 医 療 機  関 電話番号

2
日
（日）

日
（日）

日
（日）

日
（月）

9

月

手足のしびれー内科の立場から
手足のしびれー整形外科の立場から
子どもの膀胱炎（ぼうこうえん）
目のトレーニングで視力回復しますか
躁 病 （ そ う び ょ う ）
尿が出にくくなる薬の話

池 田 病 院
原田形成整形外科医院
松尾胃腸科外科医院
大 岡 歯 科 医 院
八 尾 病 院
山口外科胃腸科医院
中 村 眼 科 医 院
大 場 歯 科 医 院
内 田 医 院
西 村 ク リ ニ ッ ク
本 田 医 院
み な と 歯 科 医 院
林 内 科 医 院
水 田 小 児 科 医 院
土井外科胃腸科医院
佐 藤 医 院
キ タ 忍 歯 科 医 院
たかお循環器科・内科
石橋こどもクリニック
酒井外科胃腸科医院
太 田 整 形 外 科
植 木 歯 科 医 院
柴 田 長 庚 堂 病 院
稲田整形外科医院
松 本 内 科 医 院
渡 部 歯 科 医 院
貴 田 病 院
い と う 整 形 外 科
前田内科胃腸科医院
大 田 歯 科 医 院

湖 南 町
片 町
雲仙市国見町
弁天町一丁目
城内一丁目
大手原町
雲仙市愛野町
浦田一丁目
白 山 町
下川尻町
雲仙市国見町
中 組 町
津 町
親 和 町
中 町
雲仙市国見町
湊 町
加 美 町
新町一丁目
宮 の 町
雲仙市国見町
白 山 町
中 堀 町
片 町
雲仙市国見町
下川尻町
有明町大三東
広馬場町
雲仙市瑞穂町
大 下 町

62-5161

64-3939

78-1000

63-7616

62-5131

62-3200

36-1060

62-4579

62-7733

62-0888

78-2768

63-1747

62-6657

62-7177

62-6305

78-5555

63-6711

62-6300

65-0008

62-6655

78-5413

62-3765

64-1111

62-6355

65-3333

63-1750

68-0040

61-0110

77-3089

62-7407

月
火
水
木
金
土・日
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日
（土）

22

17

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

16

9

日
（日）

23

日
（日）

30

平成 22年度島原市特定健診の結果
 ☆特定健診受診率　　　３６．８％
　　　　 　　　（長崎県内で第9位）
 ☆メタボ該当者　　　　２１．１％
　 　　　　　　（長崎県内で第1位）
 ☆メタボ予備群　　　　１０．４％
　　　 　　　 （長崎県内で第19位）
 ☆HbA1ｃ(糖尿病検査項目)が高い人
　  １２．２％（長崎県内で第1位）

特定健診を受けよう
～９月は特定健診推進強化月間です～

今月のテーマ



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館

　メディア安全指導員になって、子どもたちの健やかな
育ちの環境づくりにかかわってみませんか。
●と　き　①9月 27 日（木）②9月 28 日（金）
　　　　　③10 月 9 日（火）④10 月 10 日（水）
　　　　　①～④すべて 10 時から 17 時まで
　　　　　※４日間とも参加をお願いします
●ところ　①④雲仙市愛野町公民館　②南島原市ありえ
　　　　　コレジヨホール　③島原市森岳公民館
●内　容　メディア問題の基本を押さえ、予防策、対応
　　　　　策まで見通して、子どもとメディアに関する
　　　　　啓発活動が行える人材を養成します
●受講料　無料
●申込期限　9月 12 日（水）まで
●申し込み・問い合わせ先　社会教育グループ（☎68-
　　　　　5473）

「メディア安全指導員」養成講座

エコクラフト教室
～基本を学びましょう！～ 初心者対象

●と　き　9月 25 日（火）　10 時から 12 時
　　　　　まで
●ところ　白山公民館
●受講料　材料代として 300 円
●内　容　小物入れを製作します
●募集人数　20 人
●申し込み・問い合わせ先　白山公民館

　メディカルアロマテラピーで化粧水やハンドクリーム
を作りましょう。
●と　き　10 月 4 日（木）・18 日（木）・25 日（木）
　　　　　19 時 30 分から 21 時まで
　　　　　10 月 11 日（木）13 時 30 分から 15 時まで
●ところ　霊丘公民館
●募集人数　各回 10 人ずつ（対象は一般、先着順）
　　　　　※内容は同じですが、複数回参加できます
●持参品　筆記用具
●参加費　材料費として 1回 500 円
●講　師　セルフケアセラピスト　宮川里加子先生
●申し込み・問い合わせ先　霊丘公民館

癒しとハッピーを引き寄せるアロマづくり

高齢者学級「 健康教育講座 」
　身近な病気について勉強しませんか。
●と　き　9 月 25 日（火）　13 時 30 分から　
　　　　　14 時 30 分まで
●ところ　三会公民館　
●講　師   しろたに内科　城谷哲也先生
●内　容　内科の病気について話を聞きます
●申し込み・問い合わせ先　三会公民館

今年の12人③
水田周作の「 小学生向け  賞状書き講座 」

　敬老の日に、おじいちゃんおばあちゃんへ、日ごろの
感謝を込めて、手書きの賞状を贈ってみませんか。
●と　き　9月 15 日（土）
　　　　　13 時から 17 時まで
●ところ　森岳公民館　　
●対　象　小学生
●講　師　水田周作
●内　容　子どもたちそれぞれで書いた賞状（感謝状）
　　　　　の文案を、賞状用紙に筆で書きます
●準備品　習字セット、30 ㎝定規、えんぴつ、消しゴム
●申し込み・問い合わせ先　社会教育グループ（☎68-
　　　　　5473）
※「今年の 12 人」とは、市職員の特技・趣味を活かした講
　座で、月替わりで年 12 人の職員が講師となります

22平成24.9.



Information

く
情
報の

■市役所本庁（代表）☎63-1111
■有明庁舎（代表）　☎68-1111
　有明支所、産業振興部、
　教育委員会、農業委員会、
　水道局、文化・スポーツ
　振興グループ
■電子メール
　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp

し
ら　

　
募

集

指
定
管
理
者
の
募
集
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振
興
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
６
２
）

▼
募
集
職
種　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

▼
業
務
内
容

 

・
保
健
師…

保
健
事
業
時
の
保
健
指
導

　
業
務

 

・
看
護
師…

保
健
事
業
時
の
保
健
指
導

　
業
務
補
助

▼
募
集
人
数　
１
人

▼
応
募
資
格　
保
健
師
免
許
ま
た
は
看

　
護
師
免
許
を
有
す
る
人
で
普
通
自
動

　
車
免
許
を
有
す
る
人

▼
雇
用
期
間　
10
月
４
日
か
ら
平
成
25

　
年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

　
分
ま
で
（
休
憩
時
間
12
時
か
ら
13
時

　
ま
で
）

▼
週
休
日　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

▼
勤
務
場
所　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

　
は
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
賃
　
金

 

・
保
健
師…

日
額
７
８
３
０
円

 

・
看
護
師…

日
額
６
９
８
０
円

▼
募
集
期
限　
９
月
10
日
㈪
ま
で
（
土

　
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
応
募
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
免
許
証
の
写

　
し
を
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い

▼
選
考
方
法　
書
類
選
考
と
面
接

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保
健
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）

▼
墓
地
名
・
区
画
の
種
類　
寺
松
山
墓

　
地
（
北
安
徳
町
）：
６
㎡
（
10
区
画
）、

　
９
㎡
（
４
区
画
）

▼
受
付
期
間　
９
月
３
日
㈪
か
ら
９
月

　
28
日
㈮
ま
で
（
期
日
厳
守
）

▼
申
込
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た

　
す
人

①
市
内
在
住
の
人

②
市
外
居
住
者
は
次
の
要
件
の
一
つ
に

　
該
当
す
る
こ
と

 

・
本
市
に
本
籍
を
有
す
る
人

 

・
将
来
本
市
に
居
住
を
希
望
す
る
人

 

・
本
市
内
に
墓
所
を
有
し
、
墳
墓
を
改

　
葬
す
る
人

※

申
し
込
み
は
１
世
帯
１
区
画
と
し
ま

　
す
（
既
存
の
市
営
墓
地
使
用
者
は
返

　
還
が
必
要
で
す
）

▼
申
込
方
法　
環
境
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

　
有
明
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い

※

申
込
書
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※

使
用
者
お
よ
び
使
用
区
画
は
抽
選
に

　
よ
り
決
定
し
ま
す

▼
使
用
料
な
ど

 

・
永
代
使
用
料　
６
㎡…

42
万
円
、
９

　

㎡…

63
万
円
（
１
㎡
あ
た
り
７
万
円
）

 

・
墓
地
管
理
料…

年
額
１
０
５
０
円(

２

　
年
ご
と
に
２
年
分
の
２
１
０
０
円
を

　
前
納
）

▼
そ
の
他　
市
営
墓
地
は
、
市
条
例
及

　
び
規
則
な
ど
に
よ
り
使
用
制
限
や
罰

　
則
規
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
不
明
な

　
点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
衛

　
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９
４
）

　
運
動
遊
び
で
夏
バ
テ
を
解
消
し
、
体

内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
生
活
リ
ズ
ム

▼
公
募
す
る
施
設

 

・
種
別…

文
化
施
設

 

・
施
設
名…

島
原
市
有
明
文
化
会
館

 

・
所
在
地…

島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊

　
１
３
８
２
番
地

▼
指
定
管
理
期
間　
平
成
25
年
４
月
１

　
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　
希
望
す
る
法
人
ま
た
は

　
団
体
に
つ
い
て
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

　
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
内
に
備
え
付
け
の

　
募
集
要
項
で
応
募
資
格
な
ど
を
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

▼
応
募
期
限　
９
月
21
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

市
営
墓
地
使
用
者
の
募
集

子
ど
も
の
カ
ラ
ダ
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

非
常
勤
職
員
（
保
健
師
ま
た
は

看
護
師
）
の
募
集
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Information

　
に
加
入
し
て
い
る
人
な
ど
高
校
生
以

　
上
の
人
な
ら
無
料
で
出
品
で
き
ま
す

▼
出
展
部
門　
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
書

　
道
、
写
真
、
彫
刻
・
工
芸
、
陶
芸

▼
出
品
方
法　
10
月
９
日
㈫
９
時
30
分

　
か
ら
18
時
ま
で
島
原
文
化
会
館
展
示

　
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
の

　
で
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

※

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
で

　
要
項
を
配
布
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
６
２
）

第
５
回
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
彼
岸
花
を
め
で
よ
う
〜

▼
と　
き　
９
月
29
日
㈯　
９
時
30
分

　
か
ら

▼
集
合
場
所　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
内　
容　
わ
れ
ん
川
周
辺
を
１
時
間

　
程
度
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す

▼
持
参
品　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲

　
み
物

※

雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す

秋
波
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と　
き　
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日　

　
９
時
か
ら

▼
集
合
場
所　
島
原
総
合
運
動
公
園(

売

　
店
前
）

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　
体
内
時
計
に
合
わ
せ
て
生
活
す
る
と
、

記
憶
力
・
運
動
能
力
が
向
上
し
、
ス
マ

ー
ト
な
子
ど
も
に
成
長
で
き
ま
す
。
ま

た
、
幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
い
っ
て
、

こ
の
時
期
に
適
切
な
体
を
使
っ
た
遊
び

を
す
る
と
、
運
動
が
得
意
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
自
宅
で
で
き
る
体

を
使
っ
た
運
動
遊
び
を
通
し
て
体
内
時

計
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
い
く
コ
ツ
を
親
子

で
体
験
し
ま
す
。

▼
と　
き　
９
月
18
日
㈫　
13
時
30
分

　
か
ら
15
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
幼
児
（
５
歳
児
か
ら
就
学

　
前
ま
で
）
と
そ
の
保
護
者

▼
内　
容　
日
常
生
活
に
と
り
入
れ
ら

　
れ
る
運
動
・
遊
び

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）

▼
美
術
展
開
催
日
程　
10
月
17
日
㈬
か

　
ら
21
日
㈰
ま
で
（
５
日
間
）
９
時
か

　
ら
18
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
出
品
資
格　
市
内
在
住
の
人
や
市
内

　
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
団
体

市
美
術
展
出
展
作
品
の
募
集

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

補助を活用
しましょう

　市では金婚の年を迎えられる夫婦に記念品を贈
り、金婚と長寿を祝福します。
◆と　き　11月 22日㈭　10時から
◆ところ　島原文化会館
◆対象者　市内に住所を有し、昭和37年１月１日
　から12月 31日までに結婚した夫婦
◆申し出期間　10月９日㈫まで
◆申し出方法　政策企画グループおよび有明支所、
　　各地区公民館に備え付けの申出書に必要事項
　　を記入し、提出してください
◆問い合わせ先
　政策企画グループ
　秘書広報班
　（☎内線122）

島原市金婚祝賀式
　市では新商品・新技術の開発に対する補助制度
を創設しました。
◆対象者　
 ・市内の中小企業者
 ・市内の団体（各種中小企業団体や組合など）
◆補助内容
 ・新商品や技術開発に要する経費
 ・需要開拓に要する経費
◆補助額　必要経費の２分の１以内（１件につき
　限度額100万円）
◆交付方法　期限までに応募のあった申請に対し
　審査を行い、採択されたものに交付決定を行い
　ます。審査結果は個別にお知らせします
◆申請期限　10月 31日㈬まで
◆申し込み・問い合わせ先
　産業政策グループ
　商工振興班（☎68-5483）

島原市新商品開発支援事業
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くらしの情報くらしの情報

▼
と
こ
ろ　
ピ
ー
シ
ー
ベ
ー
ス
教
室(

先

　
魁
町
）

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

　
ト
・
受
験
料
代
１
万
40
円
が
必
要
）

▼
申
込
期
限　
９
月
21
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
先　
エ
ー
ル
な
が
さ
き
（
☎

　
０
９
５
ー
８
９
４
ー
９
９
５
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
エ
ー
ル
な
が
さ
き

　
（
☎
０
９
５
ー
８
９
４
ー
９
９
５
３
）

　
ま
た
は
、
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ

　
ど
も
家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
９
）

▼
研
修
コ
ー
ス　
常
緑
果
樹
口
之
津
コ

　
ー
ス
（
つ
く
ば
市
や
静
岡
市
拠
点
の

　
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）

▼
推
薦
入
試
募
集
期
間　
10
月
12
日
㈮

　
ま
で
（
試
験
日
：
11
月
２
日
㈮
）

▼
一
般
入
試
募
集
期
間

 

・
前
期　
11
月
19
日
㈪
か
ら
12
月
14
日

　
㈮
ま
で
（
試
験
日
：
平
成
25
年
１
月

　
11
日
㈮
）

 
・
後
期　
平
成
25
年
１
月
21
日
㈪
か
ら

　
２
月
22
日
㈮
ま
で
（
試
験
日
：
平
成

　
25
年
３
月
６
日
㈬
）

▼
試
験
場
所　
果
樹
研
究
所
カ
ン
キ
ツ

　
研
究
口
之
津
拠
点
（
南
島
原
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
果
樹
研
究
所
養
成

　
研
修
第
１
課
（
☎
０
２
９
ー
８
３
８

　
ー
６
４
５
５
）

　
９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
ま
た
は
認
知

症
の
高
齢
者
（
要
介
護
３
以
上
ま
た
は

調
査
票
の
基
準
を
満
た
す
人
）
を
、
９

月
１
日
以
前
の
１
年
間
に
６
カ
月
以
上

居
宅
で
介
護
し
た
親
族
ま
た
は
同
居
の

人
へ
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
見
舞
金
額　
年
額
６
万
円

▼
申
請
期
間　
９
月
１
日
㈯
か
ら
30
日

　
㈰
ま
で

▼
実
態
調
査　
保
健
師
に
よ
る
訪
問
調

　
査

▼
支
給
時
期　
12
月
中
旬
の
予
定

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉

　
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内

　
線
２
７
７)

ま
た
は
、
有
明
支
所(

☎

　
内
線
５
０
９
）

　
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
雑
草
な
ど
が

繁
殖
し
て
い
る
農
地
は
、
草
刈
り
な
ど

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
者
募
集

の
ぎ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と
　
き　
９
月
７
日
㈮　
９
時
30
分

　
か
ら

▼
集
合
場
所　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
ロ

　
ビ
ー

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

雨
天
時
も
あ
り
ま
す

さ
る
い
て
み
ゅ
う
会

▼
と
　
き　
９
月
６
日
㈭　
９
時
か
ら

▼
集
合
場
所　
杉
谷
公
民
館

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
１
１
３
）

　
健
康
で
若
さ
を
保
つ
た
め
の
食
生
活

の
秘
訣
や
美
し
い
ス
タ
イ
ル
を
保
つ
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
体
験
な
ど
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
学
べ
る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き　
９
月
25
日
㈫
、
10
月
９
日

　
㈫
・
23
日
㈫
、
11
月
８
日
㈭
・
27
日

　
㈫
、
12
月
10
日
㈪　
13
時
30
分
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
三
会
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　
タ
ー

▼
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市

　
民

▼
募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
１
１
３
）

▼
と
　
き

 

・
基
礎
講
座…

９
月
17
日
㈪　
10
時
か

　
ら
16
時
ま
で

 

・
救
急
員
養
成
講
習…

９
月
23
日
㈰
・

　
30
日
㈰　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
資
格　
15
歳
以
上
の
人
（
救
急

　
員
養
成
講
習
は
基
礎
講
習
修
了
者
）

▼
受
講
料　
各
１
５
０
０
円
（
教
材
費

　
な
ど
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
日
本

　
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部(

☎
０
９
５
ー

　
８
２
１
ー
０
６
８
０
）

　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

に
し
た
講
座
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
書

作
成
の
資
格
を
取
得
し
、
就
職
・
転
職

を
目
指
す
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

▼
と
　
き　
10
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰
・

　
21
日
㈰
、
11
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰
・

　
25
日
㈰
、
12
月
２
日
㈰　
10
時
30
分

　
か
ら
15
時
30
分
ま
で

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
受
講
生
募
集

楽
し
く
動
い
て
お
い
し
く
食
べ
て

「
わ
っ
か
わ
っ
か
島
原
」

果
樹
研
究
所
農
業
技
術

研
修
生
の
募
集

ら
知
お

せ
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Information
※
 

雨
天
決
行

▼ 

と
こ
ろ　
県
南
保
健
所

※

当
日
、
子
犬
の
譲
渡
を
希
望
す
る
人

　
は
事
前
に
環
境
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
を

　
お
願
い
し
ま
す

▼
譲
渡
会
参
加
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点 

 

・
飼
い
犬
で
生
後
２
カ
月
以
上
で
あ
る

　
こ
と

 

・
健
康
で
あ
る
こ
と
（
当
日
、
譲
渡
前

　
に
獣
医
師
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

　
ま
す
）

 

・
譲
渡
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
は
飼

　
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
連
れ
て
帰
る

　
こ
と

 
・
島
原
半
島
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
衛

　
生
保
全
班(
☎
内
線
１
９
２)

ま
た
は
、

　
島
原
獣
医
師
会
事
務
局
（
県
南
家
畜

　
保
健
衛
生
所
内
☎
68
１
１
７
７
）

　
強
化
週
間
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
、
高

齢
者
へ
の
虐
待
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号　
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー

　
１
１
０
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ

　
ヤ
ル
）

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
実
施
期
間　
９
月
10

　
日
㈪
か
ら
16
日
㈰
ま
で　
８
時
30
分

　
か
ら
19
時
ま
で

※

土
曜
日
、
日
曜
日
は
10
時
か
ら
17
時

　
ま
で

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家
族
を

対
象
に
家
族
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

た
り
、
言
葉
か
け
の
工
夫
な
ど
を
学
び

ま
す
。
参
加
者
同
士
の
交
流
の
時
間
も

あ
り
ま
す
。

▼
と
　
き　
９
月
６
日
㈭
・
25
日
㈫
、　

　
10
月
18
日
㈭　
13
時
30
分
か
ら
16
時

　
ま
で

▼
と
こ
ろ　
県
南
保
健
所

▼
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
南

　
保
健
所
地
域
保
健
課
（
☎
62
３
２
８

　
９
）

　
災
害
に
よ
り
国
税
の
申
告
、
申
請
、

請
求
、
納
税
な
ど
を
期
限
ま
で
に
で
き

な
い
と
き
は
、
税
務
署
へ
の
申
請
に
よ

り
、
期
限
の
延
長
や
納
税
の
猶
予
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
岡
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
最
寄
り
の
税
務
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
税
務
署
（
☎

　
62
３
２
８
１
）

▼
と
　
き　
９
月
22
日
㈯　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
参
加
料　
無
料

▼
内
　
容　

 

・
講
演…

演
題
「
地
域
を
作
る
の
は
人

　
で
あ
る
」
講
師
：
豊
重
哲
郎
氏
（
鹿

　
児
島
県
柳
谷
自
治
公
民
館
長
）

 

・
活
動
報
告…

市
民
や
活
動
団
体
な
ど

　
か
ら
の
報
告
を
予
定

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
市
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
５
１
１
０
）

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

▼
と
　
き　
９
月
８
日
㈯　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
内
　
容　
「 

地
域
で
育
て
よ
う
脳
卒

　
中
の
輪 

」
を
テ
ー
マ
に
、
医
師
、
看

　
護
師
、
療
法
士
、
介
護
士
な
ど
に
よ

　
る
講
演

▼
入
場
料　
無
料

の
保
全
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
や
病
気
な
ど
で

耕
作
が
困
難
で
、
農
地
の
貸
付
な
ど
を

希
望
す
る
人
は
、
地
区
の
農
業
委
員
や

農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　
10
月
中

▼
と
こ
ろ　
市
内
全
域

▼
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務

　
局
（
☎
内
線
５
３
２
）

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を
広
く
普

及
す
る
た
め
に
、
９
月
20
日
か
ら
26
日

は
動
物
愛
護
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
島
原
獣
医
師
会
で
は
愛
護
週
間
に
子

犬
の
譲
渡
会
や
動
物
の
健
康
相
談
な
ど

の
催
し
を
行
い
ま
す
。

▼ 

と
　
き　
９
月
22
日
㈯　
15
時
か
ら

　
17
時
ま
で

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

島
原
病
院
市
民
公
開
講
座

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

 

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

子
犬
の
譲
渡
会

介
護
予
防
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
へ
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くらしの情報くらしの情報
が
ん
市
民
公
開
講
座

▼
と
　
き　
10
月
６
日
㈯　
13
時
30
分

　
か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
内
　
容　
「
肺
が
ん
を
ね
ら
い
う
ち
」

　
を
テ
ー
マ
に
肺
が
ん
治
療
に
つ
い
て

　
の
講
演
や
総
合
討
論

▼
入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
島
原
病
院
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
63
１
１
４
５
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
を
家
庭
に
受
け
入
れ
て
育
て

る
里
親
制
度
の
説
明
会
と
相
談
会
で
す
。

▼
と
　
き　
10
月
９
日
㈫　
18
時
か
ら

　
19
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館

▼
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
こ
ど
も
・
女

　
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

　
９
５
ー
８
４
４
ー
６
１
６
６
）
ま
た

　
は
、
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も

　
家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
９
）

　
登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
、
身
近
な

法
律
問
題
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
と
も

に
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
９
月
23
日
㈰　
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
長
崎
地
方
法
務
局
島
原
支

　
局

▼
予
約
開
始
日　
９
月
14
日
㈮
か
ら

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方

　
法
務
局
島
原
支
局
（
☎
62
２
５
１
３
）

　
法
務
局
登
記
官
、
島
原
公
証
人
、
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
合
同
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
と
　
き　
10
月
６
日
㈯　
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館

▼
相
談
内
容　
相
続
登
記
、
境
界
問
題
、

　
遺
言
証
書
の
作
成
、
成
年
後
見
人
制

　
度
、
家
庭
内
暴
力
、
い
じ
め
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方
法
務
局

　
島
原
支
局
（
☎
62
２
５
１
３
）

▼
と
　
き　
９
月
29
日
㈯　
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
諫
早
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
（
諫
早
市
宇
都
町
）

▼
相
談
内
容　
成
年
後
見
制
度
、
福
祉

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管
理
、
遺

法
務
局
休
日
相
談
所

里
親
出
前
講
座

合
同
相
談
所
の
開
設

法
律
・
福
祉 

無
料
相
談
会

　結核を昔の病気だと思っていませんか？結核は依然とし
て主要な感染症です。平成23年には国内で約２万2000
人の結核患者が発生しており、県南保健所管内でも毎年50
～60人の結核患者が発生しています。
　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気で
す。結核菌は重症の結核患者が、せきやくしゃみをしたと
きに飛び散り、それを周りの人が直接吸い込むことによっ
て感染します。結核の初期症状は、咳、タン、発熱、倦怠感、
胸痛などで、かぜの症状に似ています。このような症状が
２週間以上続くときは、結核を疑い、医療機関で診察を受
けましょう。また、市や職場などで行われる健康診断は必
ず受けましょう。
　乳幼児が結核にかかると重症になりやすく、生命にもか
かわります。ＢＣＧ接種は、このような結核の発病を予防し、
また、重症化することを防ぎます。そのため、生後６カ月
までにＢＣＧ接種を受けるようにしましょう。
◆問い合わせ先　県南保健所地域保健課（☎62-3289）
　または市保健センター（☎64-7713）

９月 24日～ 30日は「結核予防週間」
　ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクが提供する
「緊急速報メール」の配信を開始します。「緊急速報
メール」は、災害時の情報を配信範囲内の携帯電話
に一斉配信するサービスです。
◆配信開始　10月１日開始予定
◆配信範囲　島原市内
※島原市の情報は市外では受信できません
◆配信情報　・避難に関する情報
　　　　　　・緊急地震速報
　　　　　　・津波に関する情報など
◆通信料・使用料　無料
◆受信できない場合　電源が入っていない場合や圏
　外表示の場合、通話中やパケット通信中の場合な
　ど
※対応機種や受信設定について不明な点は携帯電話
　購入店で確認してください
◆問い合わせ先　生活安全グループ交通防災班（☎
　内線241）

緊急速報メールの配信を開始します
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国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

賛
金
と
し
て
、
世
帯
あ
た
り
１
０
０
円

（
県
60
円
、
市
40
円
）
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
奉
賛
金
は
島
原
市

社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
保
健
総
務
グ

ル
ー
プ
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
人
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
戦
没
者
慰
霊
奉

　
賛
会
事
務
局
（
福
祉
保
健
総
務
グ
ル

　
ー
プ　
☎
内
線
３
３
１
）

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期

限
の
延
長
）
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格

取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年

金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、
将

来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
の

　
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
管
理
や

　
処
分
、
年
金
な
ど

※
相
談
は
予
約
制
で
す
（
予
約
は
９
月

　
21
日
㈮
ま
で
）

▼
相
談
員　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社

　
会
福
祉
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労

　
務
士
な
ど
専
門
相
談
員

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
司

　
法
書
士
会
（
☎
０
９
５
ー
８
２
３
ー

　
４
７
７
７
）

　
旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
お
よ
び
遺

族
に
対
す
る
恩
給
・
年
金
や
特
別
弔
慰

金
に
関
す
る
巡
回
相
談
会
で
す
。

▼
と
　
き　
９
月
19
日
㈬　
11
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
雲
仙
市
愛
野
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
原
爆
被
爆

　
者
援
護
課
（
☎
０
９
５
ー
８
９
５
ー

　
２
４
２
９
）

　
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
10
月
に
開
催
す
る
市

お
よ
び
県
の
戦
没
者
追
悼
式
に
対
し
、

町
内
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
趣

旨
に
つ
い
て
深
い
ご
理
解
の
も
と
、
奉

所
は
毎
週
木
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
申
し
込
み
方
法　
当
日
先
着
順
（
予

　
約
不
要
）

※

相
談
を
受
け
る
人
は
、
年
金
手
帳
や

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
通
知
文
書
な

　
ど
参
考
と
な
る
書
類
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
履
歴
や
年

金
額
を
確
認
し
た
い
人
は
、
印
鑑
お
よ

び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
）
を
国
民
年
金
班
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金
班
（
☎

内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
ミ
シ
ン
、
第
一
中
学
校
男
子
ジ
ャ
ー

ジ
（
上
下
）、
パ
ソ
コ
ン
、
補
聴
器
、
老

人
用
手
押
し
車

　
詳
し
く
は
、
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

へ
。

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
２
年
か

ら
10
年
に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
14
年

10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た

め
に
は
事
前
に
申
し
込
み
と
審
査
が
必

要
で
す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
ー
０
１
１
ー

０
５
０
）
か
、
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
５
７
㉕
１
６
６
６
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　
９
月
19
日
㈬
・
10
月
17
日

　
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ

　
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
相
談

換
交
の
品
要
不

奉
賛
金
に
対
す
る
協
力
を

戦
没
者
な
ど
の

援
護
業
務
巡
回
相
談
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くらしの情報くらしの情報

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
9月の休館日　3日㈪・10日㈪・18日㈫・24日㈪・30日㈰

 
開館時間…9：00～18：00

9月の休館日　4日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫・30日㈰　　　　　　   

新刊図書紹介 9月の催し

「空飛ぶ広報室」
有川　浩　著　幻冬舎

「鴉浄土」

■「ラスト・コード」 

■「白ゆき姫殺人事件」

■「湖底の城　呉越春秋」

■「南十字星の誓い」

堂場瞬一　著　中央公論新社

湊かなえ　著　集英社

宮城谷昌光　著　講談社

森村誠一　著　角川書店

島原図書館（☎64－4115）

有明図書館（☎68－5808）
図書館
通信

　9月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内
線184）で行ないます。なお、行政相談のみ有明支所相談
室でも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　　9月４日㈫･11日㈫･18日㈫    　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉　9月5日㈬　　  13：00～16：00
◆人権相談（人権擁護委員）
　　9月5日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　9月20日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　9月24日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆公証人法律相談（島原公証役場公証人）
　　9月26日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　9月27日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　職業、広報官。取り扱い商品は「航空
自衛隊」。事故により戦闘機パイロット
としての道を絶たれた空井大祐が配属さ
れたのは、広報室だった…。

澤田ふじ子　著　幻冬舎
　妻のお民を亡くして以来、生きる張り
合いをなくしていた古手問屋の隠居・九
郎右衛門は、遺品を整理する中である異
変に気付く…。

■ おはなしのじかん

■ おはなしひろば
■ 郷土史を学ぼう会 　「古文書に見る近世の島原」
　 「深溝世紀 忠和公編 26」
■ おはなしのじかん 0.1.2

1 日㈯・8日㈯・15日㈯・29日㈯　11時～
22日㈯　11時～

22日㈯　14時～
26日㈬　11時～

■ ちいさなおはなしかい
■ おはなしのじかん（ボランティアグループ「こんね」）

有明図書館
8 日㈯　14時 30分～

22日㈯　14時 30分～

島原図書館

市民相談センターのご案内

　納付には、便利な口座振替などの自動振込みをお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行 ）、島原雲仙農協、島原漁協、有明漁協
などで受け付けます。
問い合わせ先
●固定資産税　税務グループ固定資産税班（☎内線173）
●国民健康保険税　税務グループ市民税班（☎内線176）
●介護保険料　島原地域広域市町村圏組合介護保険課業
　務係（☎61-9101）または保険・健康増進グループ保
　険班（☎内線234）、有明支所（☎内線504）
●後期高齢者医療保険料　保険・健康増進グループ保険
　班（☎内線233）または有明支所（☎内線504）

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第３期）
介護保険料普通徴収（第３期）
後期高齢者医療保険料普通徴収（第３期）
の納期は10月1日 ㈪ までです

◎インターネット（ホームページ）でも蔵書
　の検索ができます
島原図書館・有明図書館ホームページアドレス
http://www.shimabara-city-libraries.jp/

◎旧 JA島原支店の駐車場が平日も利用できる
　ようになりました（10:00～ 18:00）



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（８月１日現在） 
※今回から外国人を含みます
　人　口 　４８，３５１人　　（前月比 + １８８）　　
　　男　　 ２２，４０８人 　  （前月比 +     ２５）
　　女　　 ２５，９４３人 　  （前月比 ＋ １６３）
　世帯数　 １９，１０２世帯　（前月比 ＋ １３３）
　出生 40 件　死亡 39 件　転入 75 件　転出 66 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
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市
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◆
毎
月
１
日
発
行

平
成
24
年
９
月
号

　本年 10 月に開催される「和牛の祭典」は、５年に
１度、全国の優秀な和牛を一堂に集めて日本一を決定
する、別名「和牛のオリンピック」と呼ばれる大会です。
　日本一の和牛を決定する審査会は、佐世保会場（ハ
ウステンボス）で行われ、島原会場（島原復興アリー
ナ）では、さまざまなイベントで大会を盛り上げてい
きます。▶問い合わせ先　第 10 回全国和牛能力共進
会長崎実行委員会事務局 （☎ 095-894-3805　URL：
http://zenkyo-nagasaki.com/）

島原会場 (島原復興アリーナ )
10月 26日（金）～ 10月 28日（日）

入 場 無 料

かさべこくん

かさべこくん

■出展団体
大村あま辛カレーうまか隊 !( 長崎県 ) 大村あま辛黒カレー
小浜ちゃんぽん愛好会 ( 長崎県 ) 小浜ちゃんぽん
富士宮やきそば学会 ( 静岡県 ) 富士宮やきそば
津山ホルモンうどん研究会 ( 岡山県 ) 津山ホルモンうどん
日田やきそば研究会 ( 大分県 ) 日田やきそば　など…

全国のおいしいもの大集合

富士宮やきそば

入場無料

実り恵みの感謝祭 2012in 島原

アグリ研究ひろば

津山ホルモンうどん

小浜ちゃんぽん小浜ちゃんぽん 日田やきそば

大村あま辛黒カレー

さだまさし
島原ライブ

※事前申し込みの入場
　整理券が必要です

入場整理券の申し込みは 8 月 31 日で締め切りました

10 月 27日土

コーナー


